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（睦月） JANUARY
1日・元日　10日・成人の日

与党の国会議員数が、参議院で過半数を割
った状態。予算を除く法案の場合、衆議院で法
案が可決しても参議院で可決しなければ法律
は成立しません。ただし、参議院で否決後（参
議院で60日以内に議決しなかった場合は否決
したものとみなす）衆議院で３分の２以上で再
可決すれば成立する規定があります。

国　税／給与所得者の扶養控除等申告書の提出
本年最初の給与支払日の前日

国　税／報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
1月31日

国　税／源泉徴収票の交付、提出 1月31日
国　税／12月分源泉所得税の納付（納期の特例を

受けている事業所は7〜12月分） 1月11日
上記の納期の特例適用者で、納期限の特例
に関する届出書を提出している場合 1月20日

国　税／11月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等） 1月31日

国　税／5月決算法人の中間申告 1月31日
国　税／2月、5月、8月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月31日
地方税／固定資産税の償却資産に関する申告 1月31日
地方税／給与支払報告書の提出 1月31日
労　務／労働保険料の納付（第3期分） 1月31日

（労働保険事務組合委託の場合2月14日まで）

ねじれ国会

１ 月 の 税 務 と 労 務
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生命保険は多数の商品が
販売されていますが、基本
的な商品はごくわずかです。
基本商品は次のとおりです。

a「死亡保険」「生存保険」
「生死混合保険」

保険金の支払われ方によ
って、大きく３つに分類さ
れます。
① 死亡保険：被保険者が
死亡または高度障害にな
った場合に限って保険金
が支払われる保険で、定
期保険、終身保険、定期
付終身保険などです。

② 生存保険：契約してか
ら一定期間が終了するま
で被保険者が生存してい
た場合にのみ保険金が支

払われます。個人年金保
険、貯蓄保険などです。

③ 生死混合保険：死亡保
障と生存保障を組み合わ
せた保険で、被保険者が
保険期間の途中で死亡ま
たは高度障害になったと
きや、保険期間終了まで
生存したときに保険金が
支払われます。養老保険
などがこの保険です。

s「定額保険」と「変額保
険」

保険金額が一定か変動す
るかで分類すると、「定額保
険」と「変額保険」に分け
られます。
① 定額保険：契約時の保
険金額が保険期間中一定
である保険です。解約返
戻金も保険料の払込み月

数により計算されます。
② 変額保険：保険金額が
資産の運用実績によって
変動する保険です。死亡
保険金の基本保険金額は
保証されていますが、解
約時や満期時の受取金額
に最低保証はありません。

ただし、運用実績が良
ければ通常の場合よりも
受取金額が多くなります。
保険資産は株式など価格
変動の大きい有価証券で
運用されています。

「主契約」とは生命保険の
ベースとなる部分で、主契
約だけでも契約が可能です。

これに対して「特約」は、
主契約に付加して契約する
ものであり、特約のみでは
契約できません。

したがって、主契約が消
滅した場合には、当然に特
約も消滅します。主契約は
終身保険や養老保険のよう
に基本的な保険契約に限ら
れていますが、特約につい
てはその数や種類もたくさ
んあります。

また、主契約には複数の
特約を付加することが可能
なので主契約の保障不足を
補ったり、保障内容を充実
させることができます。

生命保険の種類

主契約と特約
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最近、「ワーク・ライフ・
バランス」という言葉がマ
スコミなどによく登場する
ようになりました。ワーク
は仕事、ライフは生活、そ
れぞれ両者のバランスが大
切との考え方です。そこで、
今回はこの「ワーク・ライ
フ・バランス」について取
り上げてみましょう。

ワーク･ライフ･バランス
とは、働く人が仕事上の責
任を果たそうとすると、仕
事以外の生活で自分がやり
たいことや、やらなければ
ならないことに取り組めな
くなるのではなく、両者を
実現できる状態のことです。

ある企業は、残業もある
ごく普通のメーカーでした。
社長の発案で週１日のノー
残業デーを始めました。初
めはなかなか守られません
でしたが、定時退社の実現
にこだわる社長は何回も繰
り返し指示を出し、強制的
に消灯するなどの取り組み
もしました。定時に帰るた
め、会社をあげて仕事への
集中度を高め、段取りを工
夫し、仕事を効率化し、無
駄な仕事が減りました。ノ
ー残業デーはだんだん増え、
ついには毎日がノー残業デ
ーになりました。

この企業は長年、連続で
増収増益を続けているそう
です。残業がないので、従

業員は、男性も女性も、退
社後の時間に、育児でも、
介護でも、勉強でもやりた
いこと、やらなければなら
ないことができます。

従業員のワーク・ライ
フ・バランスの実現が企業
経営上の課題として注目さ
れるようになった背景には、
働き手の変化があります。
働き手のライフスタイルが
「仕事専念型」であった時代
には、ワーク･ライフ･バラ
ンスの実現を求める声はあ
りませんでした。しかし、
働く女性や共働きの世帯の
増加など、働き手や夫婦の
あり方が変化し、仕事以外
にも「やりたいこと、やら
なければならないことがあ
る」層が増えてきました。

こうした結果、企業とし
て、従業員が能力を十分に
発揮できる環境を整備する
ためには、「仕事専念型」の
従業員を前提とした働き方
を見直し、仕事と生活を両
立できる状態、つまりワー
ク･ライフ･バランスが実現
できる働き方を整えていく
ことが必要となりました。

仕事と生活の軸足の置き
方は、働き手によって、ま
た、ライフステージによっ
ても違います。このため、
個々人にとっては望ましい
ワーク･ライフ･バランスの
あり方は多様です。また、
「ライフ」の内容も家庭生活
だけでなく、地域活動、学
習、健康などさまざまなも
のがあります。

このような従業員のライ
フスタイルの多様性を踏ま
え、各人が自分に適したワ
ーク･ライフ･バランスを実
現できるような取り組みが

求められます。そのために
は、効率的な働き方や、さ
らには働き方のバリエーシ
ョンを増やすことが重要で
す。

少子化対策としての観点
から、ワーク･ライフ･バラ
ンスの推進が提言されてい
ます。

特に、男性が育児参加で
きる社会を実現することの
必要性が言われています。

また、共働きの増加や、若
い世代の意識の変化を背景
に、仕事も家庭も大切にし
たいという男性の声は確実
に増えています。なぜ、企
業が男性の育児に配慮する
ことが必要なのか、その第
一の答えがここにあります。

また、女性の活躍を推進
する企業が増えていますが、
女性にだけ育児が集中する
環境は、女性の能力発揮の
阻害要因の一つになってい
るとも言われています。

ワーク・ライフ・バラン
スは、優秀な従業員の確保
定着や、従業員の意欲向上
を通じ、企業の競争力を高
めると考えられます。また、
生活と両立しやすい働き方
により、女性や高齢者を含
め、多様な価値観や生活経
験を持つ人材の能力が活用
され、企業経営にメリット
をもたらすと考えられます。

ワーク･ライフ･バラ
ンスとは1 男性の育児参加とワ

ーク･ライフ･バラン
スの推進

2

ワーク･ライフ･バラ
ンスは企業の競争力
を高める

3

ワーク・ライフ

・バランス
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昨年、名古屋市で、生物多様性条約
（CBD）の第10回締約国会議（COP10）
が開催されました。生物多様性などの環
境に影響を及ぼす人間の活動は、究極的
にはゼロにすることはできません。寄生
生物が宿主を殺してしまっては生きてい
けないのと同様に、無節操な環境破壊は
人類の首を絞めることに繋がります。

再生や復元にコストや労力がかかり、
予測が難しい生態リスクや生態系に対し
ては、文化や地域の特質を踏まえ、科学
者、住民、行政がコミュニケーションと
組織変革などを通じて意思決定をサポー
トするプロセスが鍵だとみなされるよう
になってきています。

地域の住民からのフィードバックを受
けながら、見直しを厭わずに管理を行っ
ていくスタイル、「順応的管理」が実施さ
れるようになってきました。

未知の都市

インド、中国、ブラジルなどの新興市場
では、これまで名も知れなかった中小都市
が、突然、裕福になり、予想しなかった大
きな需要が生まれるという現象が相次いで
起きています。

これらの国々では、これまで、上海、デ
リー、ジャカルタ、リオといった大都市に、
外国企業は目を向けてきました。

しかし、注目すべきは、急速に豊かさを
増している中都市です。今は年収５千ドル
から１万ドルの膨大な数の中都市住民４億
６千万人ほどが、やがて中産階級になって
きます。

自動車をはじめ、携帯電話、小売業など
の多国籍企業は、新興市場でのマーケティ
ング戦略として、大都市に焦点を当ててき
ました。しかし、新興市場は急速な変化を
見せています。

世界的に有名なボストンコンサルティン

ググループでは、多国籍企業についての調
査結果から、ほとんどの企業が人口が少な
く、外見的に将来性が見えない中都市を軽
視してきた事実を明らかにしました。

結果、貧しい地方への関心は、一部の企
業を除き多国籍企業の間では、きわめて低
いことを知りました。

人口が500万人未満の都市が新興市場の
都市住民の83％を占めていると推定し、
2030年には、新興市場の都市部住民の総
数は13億人を超え、世界のGDP成長率の
67％を占めるだろうと試算しています。メ
キシコシティなど超大都市の人口はこのう
ちの５分の１以下にすぎません。

自動車、iPhone、フラットスクリーン
TVなどの需要は、人口50万人以上の1100
の都市の出現によって生まれ変わるでしょ
う。現在、この規模の都市は世界に700程
度しかないそうです。これらの都市に住む
年収５千ドルから１万ドルの人たちが、今
後５年のうちに中産階級に仲間入りし、も
のすごいマーケットが出現します。
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